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論 文 内 容 の 要 旨

人胎児呼吸循環系の生理の一端を追求すべ く,胎盤完成以降の胎児ならびに母体のガス代謝,酸塩基平

衡および電解質環量を全在胎期間を通じて逐月的に検索した｡

〔実験材料と方法〕 妊娠 4カ月以降の優生保護法の適用による人工妊娠中絶児および頚管閉鎖不全によ

る自然流産児 (49例),早産児 (34例),妊娠10カ月経歴分娩児 (30例),腰椎麻酔による陣痛発釆前に行

った選択的帝王切開児 (20例)など計 133例の胎児について児娩出直後,噂泣前に膳帯を2個の甜子を用

いて血流を遮断し,その間の膳静,動脈血を別々に-バリン加注射器にて可及的に気泡をまじえないよう

に採取 した｡実験対象とした児は妊娠 4-7カ月の場合,採血時全身皮膚の色調がよく,cyanosisを認め

ず,かつ心持数が 100/分 以上のものであ り,妊娠 8-10カ月の場合,Apgarscore8以上のものを選ん

だ｡母体は経腫分娩の場合,排臨時に,腹式帝王切開術の場合,執刀直前に大腿動脈より採取した｡母体

動脈血および膳静,動脈血についてはまず pO2,PCO2,PH の測定を Ⅰ.L meter113SI型にて可及的す

みやかに行った｡血液ガス測定残余の母体血,膳静脈血について赤血球数,血色素量,-マ トクリット,

Na,K,Ca,C1,喪磯憐,血清蛋白量を測定した｡母体と胎児の酸塩基平衡状態を把握するために母体動

脈血と胎児済静脈血の HCO3~とpH を指標として Davenportの Nomogram より検討した｡HCO3~は

SiggaardAndersonの Nomogram を利用して pCO2,PH より算出したO

〔成績〕 胎児の膳静,動脈血 pO2,PCO2,PH は胎盤循環完成以降ほとんど変動せず,各群の膳静脈血

の平均値はそれぞれ 26.5-29.2mmHg,36.6-39.1mmHg,7.345-7.370であ り,各群の膳動脈血の

平均値は pO217.9-18.6mmHg,pCO246.0-50.6mmHg,pH 7.248-7.305であった｡胎児の酸塩基

平衡は軽度の metabolicacidosisと respiratoryacidosisの共存した状態で成人に極めて近い状態にあ

るといえる｡ついで胎児の電解質組成をみるために,正常群胎児の Gramblegram を作製 した｡Mgは人

体でははば一定なので 2mEq/L とした｡ 胎児の Na,K,Ca,CL HPO4H は胎生期中ほぼ一定で成人

正常値の範囲内にあった｡HCO3~はわずかに低下し,蛋白質の濃度は初期ほど強い低下がみられた｡この
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蛋白質の減量分だけ有機酸が増量しているものと思われた｡

〔結論〕 ① 胎盤循環完成以降,妊娠末期までの膳静,動脈血において pO2,PCO2,PH,Na,K,Ca,

Cl,HCO3~,HPO4M など,ほとんど変動は認めなかったO

② 胎児の p02は成人正常値のわずか% であったが,pCO2,pH は成人正常値の生理的動揺範囲内に

あった｡

③ 人胎児の酸塩基平衡は軽度の metabolicacidosisと respiratoryacidosisの共存した状態で成人

正常値に近似した状態にあり,胎生期間中極めて安定した状態にあった｡

④ 胎児の Gamblegram では胎生初期ほど全陽イオン濃度と陰イオン濃度の差,即ち普通測定されて

ない有機酸 (Ⅹ~)が多く,この際在胎期間が進むにつれて血清蛋白が増加すると,Ⅹ-が減少するという

関係がみられた｡即ち血清蛋白量の変化が胎児の電解質平衡に変化を与える一つの大きな要因となってい

ることはほぼ確実であり,胎生の進むにつれ蛋白系の緩衝作用は強くなっているものと考えられる｡

⑤ 胎児の赤血球数,血色素量,-マ トクリット値は在胎期間が進むとともに漸増し,酸素運搬能を高

めている｡

以上胎盤完成以降分娩まで,胎児の酸塩基平衡および電解質環境は妊娠時期による変動少なく,極めて

安定しているものと推定される｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

人胎児呼吸循環系の生理の一端を追求すべく,胎盤循環完成以降の胎児血につき,酸塩基平衡,電解質

代謝の面より実験を行った｡

胎児は在胎期間を通じて低 p02だが,pCO2,pHは成人正常値の範囲内にあり,軽度の metabolicaci-

dosisとrespiratoryacidosisの共存した状態で成人正常値に極めて近似していた｡血清電解質では Na,

K,C1,HPO｡… ほほば一定で正常値の範囲内にあったが,HCO3~のみ軽度の低下が胎生期問を通じて認

められた｡

しかし血清総蛋白 (Prつ は在胎期間が進むにつれて増え,胎生末期では成人値に近接していた｡Gam-

blegram では胎生初期ほど通常測定されない陰イオンである有機酸 (Ⅹつ が多く,Pr~の増加につれて

Ⅹ~は減少した｡胎生が進むにつれて,Prが増加することは蛋白緩衝系が強くなっていくものと考えられ

た｡分化の急峻な胎児の発育段階において血液ガス,電解質環鏡のこの一定平衡状態が胎盤完成以降の母

児問の Homeostasisの維持に画期的な役割を演じている｡ 本論文は胎生期の酸塩基平衡電解質代謝に新

知見を加えたものである｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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